
地質ニニｰス480号,60-62頁,1994年8月

ChishitsuNewsl〕o.480,p.60_62,August,1994

択捉島でレニウム新鉱物の発見

石原舜三1)

まえがき

レニウム(Re,原子番号75)は希少元素の一つで,

それを主成分とする鉱物は長い間知られていなかっ

た.フィラメントや試薬などの工業用に利用される

レニウムは輝水鉛鉱,特にホｰフィリｰ銅鉱床の副

産物輝水鉛鉱から分離･抽出されて生産されてい

る.その理由はReがMoを置換する為で,Reは

MoS2(輝水鉛鉱)と結晶化学的性質が酷似するReS2

の形をとるものと考えられてきた.

筆者ら(Teradaeta1.,1971)は1960年代後半に輝

水鉛鉱中のレニウム存在量の研究を行ない,輝水鉛

鉱中のレニウムは1～8,000ppmの変化幅を持ち,

レニウム含有量は浅成晶出の輝水鉛鉱に多く,最高

値は薩摩硫黄島火山の噴気1コの割れ目に産出する昇

華物で得られることを明らかにした.また花嵩岩系

列でその存在量を見るならば,磁鉄鉱系列に属し,

かつそのSr初生値が低い花開岩に由来する輝水鉛

鉱が多くのレニウムを含む点を指摘した(Ishihara,
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昨年9月,筆者はドイツのポツダムの会議でロ

シア科学アカデミｰの火山ジオダイナミクス研究所

(ユジノサハリンスク)のG.S.Steinberg所長に偶

然出会ったが,同氏から択捉島の火山(写真1)でレ

ニウム鉱物が発見されたと聞き,非常に興味を持っ

た.その鉱物は筆者らが最高値を得た輝水鉛鉱とほ

ぼ同じく,現世火山の同様な温度の噴気1]で昇華物

として産出するのである.

レニウム鉱物

レニウムを主成分とする鉱物は最初旧ソ連南部の

ホｰフィリｰ銅鉱床から発見され,鉱山名を元に

dzhezkazganite(CuReS4)と名付けられた(Pop1avko

eta1.,1962).しかし,これにはその後の詳細な報

告がなく,未だその存在が確認されていない.また

yoIbortheta1･(1986)はスティルウォｰタｰコンプ

レックス中の白金属元素濃集相でRe2S3を報告し

たが,これにも詳細な化学組成や光学的性質が述べ

られていない.

Mitche11eta1.(1989)はオンタリオ州北西都のコ

ｰルドウェル斑れい岩体中のペグマタイト相の銅一

写真1択捉島,クヅルヤビ火山山麓のキャンピング(Y.

Taran提供)
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コｰルドウェル複合貫入岩体のレニウム硫化物

の化学組成(Mitche1Ieta1.,1989)
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1)北海道大学理学部地球惑星科学教室:

〒060札幌市北区北10条西8丁目

キｰワｰド:択捉島,Re2S3,火山昇華物,クヅルヤビ火山
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写真2クヅルヤピ火山｡中央の蒸気の所でレニウム鉱物を発見(第1図参照).G.S.Steinberg提供､
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写真3レニウム新鉱物の近接写真(左右7cm).細粒で

輝く鉱物が全て新鉱物.試料提供G.S.Stein-

berg,撮影は筆者.

第1図択捉島,クヅルヤビ火山の噴気口のスケッチ.

G.S.Steinberg提供.

白金族元素濃集都から第1表の組成を持つレニウ

ム鉱物を発見した.結晶が微細でFe,Cuについて

は若干の疑問が残るものの,Fe,Cuは混在物に由

1994年8月号

来するものではたく,この新鉱物は(Re･Mo･Fe･

Cu)2S3かまたはRe(Mo･Cu･Fe)S3の化学組成を持

つものと解釈された.�
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第2表

択捉島産レニウム鉱物の化学組成(重量%).(

)内は原子比.

試料番号1

23456平均

剥

�

�

�

䙥

匀

76.70(0.4エ19)

0.00(一)
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択捉島の新発見鉱物

択捉島の新鉱物は択捉島最東端(写真1)のクヅル

ヤビ火山(海抜991m)の500-600℃の噴気孔に伴わ

れて昇華物として産出する.この火山には何箇所か

の噴気孔があり,その周辺には大量の硫黄が晶出し

ており,第二次大戦前には我が国の硫黄鉱山があっ

た.最東部のものが(写真2)最も高温で最高910℃

に達する.それと同一火口内で向かい合う西側の噴

気孔でレニウム鉱物は発見された.割目沿いに20-

30cmに亘って産する他,空隙には自形結晶で産出

する.色は暗い銀色である(写真3).

化学分析によると,この鉱物はRe,Sの他,若干

のMo,Zn,Cu,Feを含む(第2表).6個の分析値

の平均を求めると,硫黄/メタル原子比は1に近く,

ReSが想定され,不純物が少ない試料(No.1)をと

れば,同化は2/3に近く,Re2S3が考えられる.

現在,詳細た研究が続けられていると聞くので,い

ずれ正式の報告がなされるものと期待される.

終りに,試･資料を提供されたロシア科学アカデ

ミｰのG.S.SteibergおよびY.Taran両氏に感謝

する.
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